
[適既工第５－２号書式]

   Ⅷ　特記事項

※１　共同建て以外の場合
※２　共同建ての場合

リ・ユース住宅

   Ⅶ　基準金利適用

①バリアフリータイプ □適　・　□不適

②耐久性タイプ □適　・　□不適

③省エネルギータイプ □適　・　□不適

④耐久性能(基礎の高さ)※１ □適　・　□不適 ⑧居住室の天井高※２ □適　・　□不適

⑥遮音性能(戸境床)※２ □適　・　□不適

③換気設備(浴室など) □適　・　□不適 ⑦配管設備(躯体内への埋込)※２ □適　・　□不適

   Ⅴ　設計図書 □適　・　□不適

Ⅵ
機能的
耐用性

①断熱性能 □適　・　□不適

Ⅵ
機能的
耐用性

⑤配管設備の点検※１ □適　・　□不適

②住宅の規模 □適　・　□不適

⑩転落防止用手すり □適　・　□不適

⑪腐朽、蟻害等 □適　・　□不適

⑨腐朽、蟻害等 □適　・　□不適 ⑨機械換気設備 □適　・　□不適

⑧転落防止用手すり □適　・　□不適 ⑧排水設備 □適　・　□不適

⑦排水設備 □適　・　□不適 ⑦給水設備 □適　・　□不適

⑥雨樋 □適　・　□不適 ⑥小屋組 □適　・　□不適

⑤屋外に面する開口部 □適　・　□不適 ⑤土台及び床組 □適　・　□不適Ⅳ
劣
化
状
況

屋
内
部
分

①屋内に面する壁、柱及び梁 □適　・　□不適

②床 □適　・　□不適

③天井 □適　・　□不適

④階段 □適　・　□不適

Ⅳ
劣
化
状
況

屋
外
部
分

①基礎 □適　・　□不適

②屋外に面する壁、柱及び梁等 □適　・　□不適

③軒裏 □適　・　□不適

④バルコニー □適　・　□不適

室 □適　・　□不適

   Ⅲ　耐震評価
□1.建築確認日が昭和56年6月1日以後

□適　・　□不適
□2.耐震評価基準に適合

か所 浴室炊事室 室 便所⑥住宅の規格 居住室 室

⑤用途 □1.専用住宅　　 □適　・　□不適

階 地下 階

  構造
④戸建型式
  階数

構造
□1.木造(一般)　□2.木造(耐久性有)　□3.準耐火構造(一般)　□4.準耐火構造(高性能)

□適　・　□不適
□5.耐火構造(一般)　□6.性能耐火(耐久性有)　□7.性能耐火(耐久性無)

戸建型式
□1.一戸建て　□2.連続建て

階数 地上
□3.重ね建て　□4.共同建て

□適　・　□不適

③住宅部分の床面積 ㎡

Ⅱ
住
宅
の
概
要

①接道状況 □適　・　□不適

②敷地面積 ㎡
１建築物当たりの

敷地面積
(一戸建て以外の場合)

㎡

号

表示登記の原因及びその日付　 □1.昭和　□2.平成 　　 年 月 日

物件調査概要書
平成１８年度
一戸建て等用

Ⅰ
建
物
の
所
在
地

地名地番

住居表示 住宅番号


